
  

　
公
共
下
水
道
の
使
用
者
に
は
、

下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
使
用

料
は
、
処
理
場
の
運
転
や
マ
ン
ホ

ー
ル
や
、
下
水
道
管
な
ど
の
施
設

の
維
持
管
理
費
な
ど
に
充
て
ら
れ

ま
す
。 

①
使
用
料
金 

　
使
用
者
が
、
排
除
し
た
汚
水
の

量
（
上
水
道
使
用
水
量
）
に
応
じ

料
金
表
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。 

②
支
払
時
期
お
よ
び
支
払
い
方
法 

　
上
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
を
毎

月
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
、
上

水
道
使
用
料
金
と
下
水
道
使
用
料

金
の
合
計
額
を
納
め
ま
す
。 

　
口
座
振
替
の
場
合
…
毎
月
二
十

七
日
に
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　 

                  

　
納
付
書
に
よ
る
場
合
…
毎
月
末
日

ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
分
庁
舎
総

合
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

　
榎
列
地
区
（
上
幡
多
・
下
幡
多
） 

市
地
区
（
三
條
）
、
神
代
地
区
（
喜

来
・
経
所
・
小
路
・
城
家
・
南
所
・

南
上
・
富
田
・
北
所
・
籠
池
）
、

八
木
地
区
（
国
分
・
鳥
井
・
野
原
・

新
庄
）
の
一
部
で
は
下
水
道
が
使

用
で
き
ま
す
。 

 

　
公
共
下
水
道
の
汚
水
管
布
設
工

事
と
八
木
・
榎
列
浄
化
セ
ン
タ
ー

と
神
代
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
下
水
処

理
場
）
が
完
成
し
、
一
月
三
十
一

日
か
ら
下
水
道
が
使
用
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
上
記
の
区
域
（
処
理
区
域
）
の

皆
さ
ん
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
風

呂
な
ど
の
汚
水
を
『
公
共
ま
す
』

へ
流
す
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
処
理
区
域
内
で
は
、
建

物
所
有
者
等
に
次
の
こ
と
が
義
務

づ
け
さ
れ
ま
す
。 

○
汲
み
取
り
便
所
は
水
洗
ト
イ
レ

　
に 

　
汲
み
取
り
便
所
は
供
用
開
始
か

ら
三
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改

造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

○
浄
化
槽
の
廃
止 

　
汚
水
は
、
下
水
処
理
場
で
処
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
く
浄
化
槽
を
廃
止
し

公
共
下
水
道
に
流
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。 

○
台
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る 

　
汚
水
も
公
共
下
水
道
へ 

　
台
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る

汚
水
も
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、

公
共
下
水
道
に
流
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。 

  

　
下
水
道
事
業
は
、
道
路
や
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
と
異
な
り
、
下

水
道
が
整
備
さ
れ
る
地
域
の
み
が

そ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
下
水
道
の
建
設
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
、
恩
恵
を
受
け
る

み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

の
が
受
益
者
分
担
金
で
す
。 

①
納
め
る
人 

　
上
記
の
処
理
区
域
で
『
公
共
ま

す
』
を
設
置
済
み
の
ご
家
庭
の
土

地
所
有
者
ま
た
は
、
居
住
、
営
業

等
を
さ
れ
て
い
る
方
。 

②
分
担
金
の
額 

　
一
般
住
宅
（
一
戸
あ
た
り
）
　

　
　
十
五
万
円 

　
事
業
所
、
営
業
所
お
よ
び
共
同

住
宅
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

    

③
納
め
る
方
法 

　
公
共
マ
ス
を
設
置
さ
れ
た
土
地

所
有
者
の
方
へ
、
納
付
書
を
郵
送

い
た
し
ま
す
。 

　
分
割
納
付
ま
た
は
一
括
納
付
、

ど
ち
ら
か
の
方
法
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。 

○
分
割
納
入
…
年
二
回
（
二
月
末

　
と
八
月
末
）
を
三
年
間
、
合
計

　
六
回
で
納
め
ま
す
。
初
回
は
二

　
月
二
十
八
日
。 

○
一
括
納
入
…
二
月
二
十
八
日
ま

　
で
に
全
額
を
納
め
ま
す
。
な
お
、

　
分
担
金
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
に

　
相
当
す
る
額
が
報
奨
金
と
し
て

　
割
引
か
れ
ま
す
。 

　
※
一
般
住
宅
の
場
合
『
三
万
円
』

　
が
割
引
か
れ
、
『
十
二
万
円
』

　
を
納
め
ま
す
。 

④
支
払
い
方
法 

　
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
ま

た
は
分
庁
舎
総
合
窓
口
ま
で
。 
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お知らせ 

受
益
者
分
担
金 

●主な感染経路は？ 
１　汚染されたカキなどの二枚貝を､
　　生あるいは十分加熱調理しな
　　いで食べた場合 
２　食品取扱者（食品の製造等に
　　従事する者､飲食店における調
　　理従事者､家庭で調理を行う者
　　等）が感染しており、その者
　　を介して汚染された食品を食
　　べた場合 
３　患者のふん便や吐物から二次
　　感染した場合 
※　家庭や共同生活施設などヒト
　　同士の接触する機会の多いと
　　ころでヒトからヒトへ直接感
　　染するケースもあります。 
 
●主な症状は？ 
１　潜伏期間は24時間から48時
　　間です。 
２　主な症状は嘔吐と下痢で、発
　　病当初に激しい症状をおこし
　　ます。下痢・吐き気・腹痛・
　　発熱（38度以下）など、風邪
　　とよく似た症状です。 
３　一般的に軽症で２日から３日
　　で回復しますが、回復後もし
　　ばらくウイルスの排出が続く
　　ので注意が必要です。 
４　少しのウイルスを摂取するこ
　　とで発症し、抵抗力が落ちて
　　いる人や老人・乳幼児では重
　　症化することもあります。 
 
●予防法は？ 
１　カキ等の二枚貝の生食は避け、
　　十分に加熱しましょう。 
２　まな板､包丁､ふきんなどは熱
　　湯や殺菌剤（次亜塩素酸ナト
　　リウム）で十分殺菌しましょう。 
３　調理前やトイレの後の手洗い・
　　消毒を徹底しましょう。 
４　手洗いの後､使用するタオル等
　　は清潔なものを使用しましょう。 
５　調理従事者は、似た症状があ
　　ったときは、調理行為に携わ
　　らないようにするとともに、
　　医療機関等に早めに受診しま
　　しょう。 
６　患者の便､おう吐物の処理には
　　細心の注意を払いましょう。 

三原健康福祉事務所（☎52-0099） 

ノロウイルス食中毒に注意！ 榎
列
・
市
・
神
代
・
八
木
の
一
部
で
下
水
道
が
使
用
可
能
に 

上
下
水
道
部
企
業
経
営
課（
☎
５０
・
３
０
３
７
） 

下
水
道
使
用
料 

■八木・榎列浄化センター ■神代浄化センター 

●下水道使用料 

基本使用料（１か月につき） 従量使用料（１㎥につき） 

１０㎥以下 
１，２６０円 

１１㎥～２０㎥ 

２１㎥～３０㎥ 

３１㎥～５０㎥ 

５１㎥～１００㎥ 

１０１㎥以上

１３６円 

１４７円 

１６８円 

１８９円 

２２０円 

広報 

は供用開始区域 は供用開始区域 


